
＜準決勝事業企画書＞

都道府県 三重県

高等学校名 鳥羽商船高等専門学校

チーム名 チーム鳥羽

担当教職員名 中古賀 理

チーム情報

メンバー名
学
年

性
別

氏 名 担 当 代表

メンバー① 3 男 小野智也 調査・作成 〇

メンバー② 3 男 瀧誠 取材・調査

メンバー③ ３ 女 多米希花
調査・画像作

成

メンバー④

メンバー⑤

※ １チームのメンバーは３〜５名
※ 担当欄にはチームにおける担当業務（企画、調査、取材等）を記入
※ 代表欄にチーム代表者１名に「○」を入れる

タイトル

タイトル
10〜20文字

世界に一つだけの海鮮丼

サブタイトル
20〜30文字

空飛ぶクルマを使った三重県の様々な産地の海鮮の収穫や調理
体験
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事業構想

空飛ぶクルマを利用して主に富裕層向けに

『世界で一つだけの海鮮丼を作る！』体験プログラムを提供します!!

事業背景

刺身や寿司に代表されるように、新鮮な

海鮮を食べることは旅行の醍醐味の一つです。

三重県では多くの地域が海に面しており、

様々な海産物がとれますが、南北に長いとい

う県の特徴から、すべての市場でとれる海産

物を同時に楽しむことは従来不可能でした。

そこで、空飛ぶクルマを使うことで、三重

県の様々な地域でとれた新鮮な海産物を同時

に楽しめるツアーを考えました。

南部：ぶり、カツオ

北部：蛤、穴子

中部：フグ、メバル



新幹線駅や空港の交通機関が県内になく、

主要駅からの移動に長時間かかる

北側の四日市駅と南側の熊野市駅を比べたとき、

南側のほうが多く時間がかかってしまい

県内の移動だけでもかなり困難になっている

来づらい 移動しにくい

観光資源を十分に楽しめない

出発駅 名古屋 名古屋 名古屋 新大阪 新大阪 新大阪

到着駅 四日市 伊勢市 熊野市 四日市 伊勢市 熊野市

所要
時間 33分

1時間

29分
4時間

39分
1時間

45分
2時間

47分
5時間

47分

主要駅からの移動所要時間比較

南北に長く土地が広がっているため、

移動に時間がかかり県内での観光資源をすべて楽しめない

例えば海産物などの名産品も一つの場所でとれたものしか

食べることができない

地域課題

新大阪‐四日市

約２時間

新大阪⁻熊野市間

約6時間

2022年11月11日時刻表より
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事業内容
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SDGsのターゲット

◎つくる責任つかう責任

2030年までに天然資源の持続可能な管理及び

効率的な利用を達成する

◎住み続けられるまちづくりを

各国・地域規模の開発の強化を通じて、経済、

社会、環境面における都市部、都市部周辺及び

農村部間の良好なつながりを支援する

◎海の豊かさを守ろう

小規模・沿岸零細漁業者に対し、海洋資源およ

び市場へのアクセスを提供する

【県内】
従来の移動手段で

移動すると
５時間の距離

空飛ぶクルマを使えば
1時間で移動できる！

移動時間を大幅に短縮できるため
様々な場所に行き
新鮮なまま海産物を調達できる

移動中
三重県の観光名所、風景を

普段見ることのない
視点から見ることができる

アプリで捕れる魚を予測
（ルート掲示）

市場・港で
漁獲見学、体験、調達

お食事処で海鮮丼にする

調達完了！

【中部国際空港から】
従来の移動手段で

移動すると
３時間の距離

空飛ぶクルマを使えば
３０分で移動できる！

※中部国際空港からの移動は
ヘリコプターで検証されている

ツアーの概要



具体的な流れ

事業内容
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観光支援アプリ
県内の海洋観測機「うみログ」と連携し

て旬の魚の漁獲予想が可能。

ある日時での獲れる海鮮と漁場（市場）

を通知し、ベストなプランを顧客に提供

する。

利用者が選択した漁場（市場）を回る最

適なルートを提案し、それに従って空飛

ぶクルマを運行する。

発着場に集合する
漁獲体験と魚を調達する

グループに分かれて移動する

アプリを頼りに

欲しい魚を調達する

空飛ぶクルマを使って、調達した魚を

お食事処までもっていく

世界に一つだけの

海鮮丼完成‼

• グループで行動するということと，ツアー料金が高額であるという
観点から、富裕層をターゲットにする

• お食事処は、既存の食事処と提携するほか、
三重県内でも問題となっている空き家を有効利用する

特徴
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・月齢：新月に近い時期に漁獲量が増加
・水温：１６度前後に漁獲が集中
・黒潮：漁場と黒潮の距離が近い時に増加

うみログとは

当研究室と地元の企業が

共同開発したIoT海洋モニ

タリングシステムといい、

海上に設置して水温や水

位、画像などのデータを

観測するシステムです。

現在三重県内40か所以上
で稼働中です。

2021年5月時点

研究室で実装済みのAIによるブリ定置網の漁獲予測に基づくプランの計画

海洋観測機で計測する海象データと、気象データから、漁場の未来の漁獲量を推定するシステムを開発中



事業アイディアに向けた「壁」
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◎コストがかかる ◎データの収集方法 ◎アプリ開発

富裕層をターゲットにする

ことで解決する

既存のお食事処と空き家を

使うことでコストを抑える

ことができる

当学校で学んだプログ

ラミング等の情報工学

の知識を使うことで

解決する

地元の企業と共同開発した
うみログという海洋観測器
を使うことで解決する

アプリを作るための技術

と知識が必要

空飛ぶクルマを使って南北

の市場に行った場合、

運航料に多大な料金と

新しい施設を建設する費用

が掛かる

漁獲予測するための

データが必要



事業の実現に向けた年次計画
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2023 年

1 ４ 7 10

2024 年

1 4 ７ 10

2025 年

1 ４ ７ 10

2026 年

1 ４ ７ 10

お魚市場と連携

漁獲体験や海鮮丼に必要な

魚の仕入れ先との業務提携

2023 年

お食事処の建設

調達した海鮮を調理して

飲食をする場所の建設

2024 年

離着陸場の建設

空飛ぶクルマの離着陸する

ための場所の建設

2025 年

大阪・関西万博
での本格導入

2025 年

空飛ぶクルマの完成

2026 年

事業開始
2026 年



・研究室所有のドローンから

見る景色を確認

・操縦体験、撮影体験を

通じてドローンならではの

価値を創造

ドローンの試験飛行と撮影

三重県のリアス海岸など、地上での観光では
見ることのできない景色を体験してもらうことができる



・三重県の抱える三大活用方針や実用化に向けた方向性の話を伺った。

・自分たちが考えたアイデアを発表したら、「職員の間では出ないような

独創的なアイデアで面白い」という評価をいただきました。
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三重県デジタル事業推進課

協力する連携先


